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足利市立毛野小学校いじめ防止基本方針
いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全

な成長及び人格 の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命、身体に重大な危険

を生じさせるおそれがあるものであり、絶対に許されない行為である。

しかし、いじめは、どの学校の、どの学級の児童にも起こりうるものであり、全国的に

深刻な状況が続いている。本校では、「いじめ防止対策推進法」（平成 25年法律第 71 号。
以下、「法」という）第 12条の規定 及び国の「いじめの防止等のための基本的な方針」（平

成 25年 10月 11 日文部科学大臣決定）に基づき、いじめの防止等のための対策を総合的

かつ効果的に推進するために「足利市立毛野小学校いじめ防止基本方針」を策定する。

いじめ防止対策の基本的な考え方
1 いじめの定義
「いじめ」とは、「児童に対して、当該児童が在籍する学校に在籍している等当該児童

と一定の人的関係にある他の児童が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター

ネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童が心身に

苦痛を感じているもの」をいう。

2 基本方針策定の目的
いじめ問題への対策を足利市教育委員会と本校が主体的かつ相互に連携を図りながら進

め、法により規定されたいじめの防止及び解決を図るための基本事項を定めること等によ

り、足利市全体で児童の健全育成を図り、いじめのない社会の実現を目指すことを目的と

する。なお、本方針は、いじめ問題対策の推進のために必要に応じ随時内容の見直しを行

うものとする。

3 いじめの防止に向けた学校の方針
(1) あらゆる教育活動を通じ、だれもが、安心して豊かに生活できる学校づくりを目指す。
(2) 児童が主体となっていじめのない子ども社会を形成するという意識を育むため、児童

の発達段階に応じていじめを防止する取組が実践できるよう指導、支援する。

(3) いじめは、どの学校でも、どの学級にも、どの児童にも起こりうることを強く意識し、
いじめを未然に防ぎ、いじめが発生した場合は早期に解決できるよう保護者や地域、

関係機関等と連携し、情報を共有しながら指導にあたる。

(4) いじめを絶対に許さないこと、いじめを受けている児童を守り抜くことを表明し、い
じめの把握に努めるとともに、校長のリーダーシップのもと組織的に取り組む。

(5) 「そうだんポスト」を設置するとともに、定期的に実施するいじめアンケートや、
毛野っ子集会等の縦割り班活動を通して縦のつながりも重視しながら、学校組織をあ

げて児童一人一人の状況の把握に努める。


